
社
会
イ
ン
フ
ラ
・
水
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

性能で存在感、連携で国際競争力
　
イ
ン
フ
ラ
輸
出
の
大
き
な
柱
に
な

る
鉄
道
。
日
立
製
作
所
は
英
国
の
高

速
鉄
道
置
き
換
え
計
画

Ｉ
Ｅ
Ｐ

の
受
注
が
正
式
に
内
定
。
ま
た
Ｊ
Ｒ

東
日
本
や
川
崎
重
工
業
な
ど
の
日
本

連
合
は
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
高

速
鉄
道
計
画
に
参
画
す
る
。
世
界
各

国
の
高
速
鉄
道
に
、

日
の
丸
新
幹

線

が
走
る
可
能
性
も
十
分
だ
。
ま

た
モ
ノ
レ
ー
ル
な
ど
都
市
交
通
の
入

札
に
も
前
向
き
な
姿
勢
を
み
せ
る
。

外
資
と
組
み
実
績
増
へ

英
米
の
高
速
化
に
参
画

省
エ
ネ
技
術
が
決
め
手

電機品も積極化相互供給システム進展

都
市
交
通
需
要
を
開
拓

日本の車両メーカーが狙う海外の鉄道案件
＜米国＞

・全米で の高速鉄道計画。カリフォルニアの総延
長約 の案件で日本連合名乗り

＜ブラジル＞

・リオデジャネイロ カンピナース高速鉄道。総延
長約 の案件で日本連合が関心

・リオデジャネイロ、マナウスなどのモノレール

＜ベトナム＞

・ハノイ ホーチミン高速鉄道計画。政府間で協議

＜タイ＞

・バンコク チェンマイなど複数路線

＜インド＞

・デリー ムンバイ貨物専用線

・インド高速鉄道

・コルカタ都市鉄道

＜豪州＞

・シドニー ゴールドコースト間

＜パキスタン＞

・カラチ環状線

＜南アフリカ＞

・ダーバン ヨハネスブルグ間

日立が英に納入する高速車両のイメージ図 東芝
が電機品を納入する南アの鉄鉱石運搬電気機関車

鉄道車両 水
処
理
関
連
業

水
イ
ン
フ
ラ
進
出
狙
う

メタウォーターのセラミックス製膜を採用する水処理プラント

プラント建設海外に橋頭堡

　
水
処
理
膜
メ
ー
カ
ー
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
が
次
々
と
海
外
の
水
処
理
関
連

企
業
と
提
携
や
協
業
関
係
を
築
い
て
い
る
。
日
本
企
業
は
海
外
で
の
事
業
経
験
に
乏

し
く
、
海
外
の
水
イ
ン
フ
ラ
争
奪
戦
で
出
遅
れ
て
い
た
。
盛
ん
な
提
携
・
協
業
は
日

本
製
水
イ
ン
フ
ラ
を
売
り
込
む
第
１
ス
テ
ッ
プ
。
す
で
に
提
携
を
通
し
て
実
績
を
積

ん
だ
企
業
も
あ
り
、
２
０
１
１
年
度
に
も
日
本
製
水
イ
ン
フ
ラ
輸
出
の
第
１
号
が
生

ま
れ
そ
う
だ
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１１年 平成２３年 ３月３１日 木曜日 　　

　

兆
円
市
場
に

　
現
在
、
鉄
道
車
両
の
世
界

市
場
規
模
は
電
機
品
を
含
め

て
約
３
兆
円
。
国
内
市
場
は

４
０
０
０
億
円
強
。
し
か
し

海
外
に
目
を
向
け
て
見
る

と
、
２
０
２
０
年
に
は

兆

円
市
場
に
な
る
と
い
う
試
算

も
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

の
高
さ
か
ら
各
国
で
長
距
離

高
速
鉄
道
な
ど
の
建
設
計
画

が
数
多
く
持
ち
上
が
っ
て
い

る
。
一
方
、
新
興
国
で
は
都

市
の
交
通
渋
滞
が
深
刻
で
、

都
市
鉄
道
の
需
要
は
高
速
鉄

道
の

倍
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。

　
鉄
道
は
モ
ノ
づ
く
り
の

塊
。
国
内
の
車
両
メ
ー
カ
ー

や
電
機
品
メ
ー
カ
ー
の
実
力

が
い
よ
い
よ
世
界
で
発
揮
で

き
る
時
が
き
た
。
Ｉ
Ｅ
Ｐ
を

受
注
し
た
日
立
は
、
在
来
線

で
多
い
ス
テ
ン
レ
ス
で
は
な

く
、
ア
ル
ミ
製
車
両
に
特
化

し
て
い
る
の
が
特
徴
。
軽
量

化
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性

能
が
英
国
の
受
注
に
つ
な
が

っ
た
。

　
Ｉ
Ｅ
Ｐ
は
当
初
よ
り
事
業

計
画
は
縮
小
さ
れ
た
が
、
そ

れ
で
も
納
入
は
５
０
０
車
両

に
な
る
。

年
に
は
英
国
で

現
地
生
産
を
始
め
る
計
画
。

　
見
本
市
に
出
展

　
国
内
最
大
の
鉄
道
車
両
メ

ー
カ
ー
の
川
重
。
鉄
、
ス
テ

ン
レ
ス
な
ど
あ
ら
ゆ
る
材
料

製
の
車
両
を
手
が
け
る
。
海

外
で
は
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
地
下
鉄
向
け
で
は
ト
ッ
プ

シ
ェ
ア
。
昨
年
に
は
ワ
シ
ン

ト
ン
で
も
大
型
受
注
を
獲
得

し
た
。
現
在
、
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
生
産
効
率
を
高
め

た
高
速
標
準
型
車
両
「
イ
ー

フ
ェ
ー
ス
」
の
開
発
。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
の
高
速
鉄
道
計

画
で
は
日
本
連
合
の
中
心
的

な
役
割
を
担
う
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
も
米
国
を
中
心

に
新
幹
線
の
受
注
を
目
指
し

て
い
る
。
新
幹
線
は
鉄
道
の

先
進
技
術
の
粋
を
集
め
た
も

の
。
空
調
、
ド
ア
の
制
御
、

監
視
な
ど
す
べ
て
を
統
合
制

御
す
る
必
要
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ

東
海
の
子
会
社
、
日
本
車
両

製
造
は
新
幹
線
向
け
技
術
力

で
は
定
評
が
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
東

海
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

新
型
試
験
車
両
の
発
注
先
と

し
て
日
本
車
両
と
三
菱
重
工

業
を
選
定
。
今
年
秋
に
も
製

造
を
始
め
る
予
定
だ
。

　
電
気
機
関
車
と
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
で
モ
ー
タ
ー
を
駆

動
す
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車

に
特
化
し
て
い
る
の
が
東

芝
。
電
機
品
も
事
業
化
し
て

お
り
、
海
外
で
の
受
注
実
績

も
多
い
。

　
昨
年
に
は
ド
イ
ツ
で
開
催

さ
れ
る
世
界
最
大
の
鉄
道
見

本
市
に
初
出
展
。
そ
こ
で
は

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
と
蓄
電

池
を
組
み
あ
わ
せ
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
を
展
示
。
永
久
磁

石
式
同
期
モ
ー
タ
ー
と
と
も

に
環
境
性
能
を
訴
求
し
て
い

る
。

　
す
で
に
海
外
売
上
高
比
率

が
７
割
を
超
え
る
近
畿
車

両
。
主
力
は
Ｌ
Ｒ
Ｖ

低
床

式
路
面
車
両
電
車

で
、
米

国
で
の
Ｌ
Ｒ
Ｖ
の
シ
ェ
ア
は

６
割
に
達
す
る
。
昨
年
に
は

世
界
で
初
め
て
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
二
次
電
池
を
搭
載
し
た

Ｌ
Ｒ
Ｖ
を
開
発
し
た
。
ブ
レ

ー
キ
を
か
け
た
と
き
に
回
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
電
池
に
た

め
る
こ
と
で
、
架
線
の
な
い

非
電
化
区
間
で
も
走
行
可
能

に
な
る
。
次
世
代
Ｌ
Ｒ
Ｖ
の

先
駆
者
的
な
存
在
だ
。

　
次
世
代
技
術
で

　
電
機
品
メ
ー
カ
ー
の
存
在

感
も
高
い
。
電
機
品
の
市
場

規
模
は
現
在
、
約
６
５
０
０

億
円
。
三
菱
電
機
は
国
内
で

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
、
世
界
で
は

カ
ナ
ダ
・
ボ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア

な
ど
大
手
３
社
に
次
ぐ
４

位
。
車
両
を
手
が
け
て
い
な

い
が
逆
に
い
ろ
ん
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
事
業
展
開
で
き
る
。

今
後
、
強
み
に
な
る
の
は
次

世
代
半
導
体
技
術
。
既
存
の

シ
リ
コ
ン
材
料
に
替
わ
る
省

エ
ネ
性
能
が
高
い
次
世
代
の

炭
化
ケ
イ
素

Ｓ
ｉ
Ｃ

半

導
体
を
使
っ
た
イ
ン
バ
ー
タ

ー
な
ど
の
技
術
。

年
度
ご

ろ
に
は
実
用
化
す
る
計
画

だ
。

　
東
洋
電
機
製
造
は
昨
年
、

海
外
の
鉄
道
電
機
品
事
業
で

日
立
製
作
所
と
資
本
・
業
務

提
携
し
た
。
東
洋
電
機
製
造

は
モ
ー
タ
ー
や
パ
ン
タ
グ
ラ

フ
な
ど
に
強
く
、
今
後
は
海

外
案
件
で
は
両
社
で
シ
ス
テ

ム
を
取
り
ま
と
め
、
製
品
を

相
互
供
給
す
る
。
共
同
購
買

・
開
発
も
視
野
に
入
れ
て
お

り
、
日
立
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展

開
の
重
要
な
役
割
を
担
う
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。

採
用
の
決
め
手

　
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー

東
京

都
港
区
、
松
木
晴
雄
社
長
、

０
３
・
６
４
０
３
・
７
５
０

０

は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
浄

水
場
か
ら
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
製

水
処
理
膜
を
受
注
し
た
。
同

膜
は
日
本
で
１
０
０
件
の
納

入
実
績
が
あ
り
、
国
内
浄
水

場
で
の
水
処
理
膜
メ
ー
カ
ー

別
シ
ェ
ア
で
ト
ッ
プ
。
海
外

で
は
今
回
が
２
件
目
の
受
注

と
な
る
。

　
採
用
の
決
め
手
の
一
つ
と

な
っ
た
の
が
、
浄
水
場
を
建

設
す
る
オ
ラ
ン
ダ
の
エ
ン
ジ

会
社
「
Ｒ
ｗ
ｂ
」
と
の
関
係

だ
。
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
Ｒ

ｗ
ｂ
は

年
６
月
、
同
膜
を

使
っ
た
水
処
理
プ
ラ
ン
ト
の

開
発
で
協
力
す
る
覚
書
を
締

結
。
Ｒ
ｗ
ｂ
と
連
携
し
同
膜

の
普
及
を
狙
う
作
戦
だ
。
メ

タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
同
膜
の
採

用
を
増
や
し
、
海
外
の
上
下

水
道
の
建
設
や
運
営
事
業
へ

の
参
入
を
目
指
す
。

　
水
処
理
膜
は
重
要
部
品
で

は
あ
る
が
、
プ
ラ
ン
ト
全
体

の
コ
ス
ト
で
見
る
と

％
未

満
で
、
存
在
感
は
決
し
て
高

く
な
い
。
ま
た
、
プ
ラ
ン
ト

に
採
用
す
る
水
処
理
膜
は
プ

ラ
ン
ト
を
建
設
す
る
エ
ン
ジ

会
社
に
決
定
権
が
あ
る
。
メ

タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
に
限
ら
ず
日

本
企
業
は
海
外
で
プ
ラ
ン
ト

を
建
設
し
た
経
験
に
乏
し

く
、
プ
ラ
ン
ト
建
設
事
業
で

主
導
権
を
握
れ
て
い
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
海
外
エ
ン
ジ

と
連
携
が
活
発
に
な
っ
て
い

る
。合

弁
を
設
立

　
ク
ボ
タ
は
４
月
、
中
国
エ

ン
ジ
会
社
と
合
弁
企
業
を
立

ち
上
げ
る
。
ク
ボ
タ
は
排
水

処
理
法
の
一
つ
で
あ
る
膜
分

離
活
性
汚
泥
法

Ｍ
Ｂ
Ｒ

用
の
水
処
理
膜
で
世
界
２

位
。
同
社
は
プ
ラ
ン
ト
建
設

事
業
へ
の
進
出
を
狙
い
、
中

国
エ
ン
ジ
会
社
と
の
合
弁
を

決
め
た
。
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
も

中
国
エ
ン
ジ
２
社
と
合
弁
会

社
を
設
立
す
る
。
１
社
と
は

水
処
理
膜
の
生
産
・
販
売
で

提
携
。
も
う
１
社
と
は
中
国

で
の
下
排
水
処
理
プ
ラ
ン
ト

の
運
営
で
提
携
す
る
。

　
旭
化
成
は
米
エ
ン
ジ
会
社

の
ポ
ー
ル
と
強
固
な
関
係
を

築
い
て
い
る
。
米
国
の
膜
濾

過
式
浄
水
場
の
半
分
に
旭
化

成
の
水
処
理
膜
が
使
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
浄
水
場
す
べ
て

を
ポ
ー
ル
が
建
設
し
た
。
ポ

ー
ル
が
中
国
・
杭
州
で
建
設

す
る
ア
ジ
ア
最
大
の
膜
濾
過

式
浄
水
場
に
も
旭
化
成
の
水

処
理
膜
が
採
用
さ
れ
た
。
東

レ
も
エ
ン
ジ
会
社
と
の
関
係

を
重
視
し
て
い
る
。
同
社
は

２
月
、
中
国
・
青
島
市
の
海

水
淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
か
ら
水

処
理
膜
を
受
注
し
た
。
こ
の

プ
ラ
ン
ト
は
日
量

万

の

飲
料
水
を
製
造
で
き
る
中
国

最
大
の
海
水
淡
水
化
プ
ラ
ン

ト
で
、
建
設
は
ス
ペ
イ
ン
の

エ
ン
ジ
会
社
が
担
う
。
ス
ペ

イ
ン
の
エ
ン
ジ
会
社
は
水
不

足
が
深
刻
な
北
ア
フ
リ
カ
、

中
東
、
南
ア
メ
リ
カ
で
海
水

淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
の
実
績
が

多
い
。
東
レ
は
今
回
の
取
引

を
き
っ
か
け
に
こ
う
い
っ
た

地
域
で
の
受
注
拡
大
に
つ
な

げ
る
。

豊
富
な
技
術

　
日
本
の
エ
ン
ジ
会
社
で
は

日
立
プ
ラ
ン
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
が

年

月
、
中
国
で
上

下
水
道
プ
ラ
ン
ト
を
運
営
す

る
成
都
市
興
蓉
集
団
と
の
協

業
を
決
め
た
。
日
立
プ
ラ
ン

ト
を
含
め
た
日
立
製
作
所
グ

ル
ー
プ
は
水
処
理
や
プ
ラ
ン

ト
建
設
の
技
術
が
豊
富
。
ま

た
日
立
プ
ラ
ン
ト
は
モ
ル
デ

ィ
ブ
で
水
道
事
業
の
経
営
に

も
参
加
し
て
い
る
。
成
都
市

興
蓉
集
団
と
の
協
業
で
運
営

ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
し
、
建

設
、
運
営
、
経
営
ま
で
含
め

た
水
事
業
全
般
を
受
注
で
き

る
体
制
を
築
く
。

　
上
下
水
道
整
備
や
海
水
淡

水
化
な
ど
世
界
の
水
ビ
ジ
ネ

ス
市
場
は
、

年
に

年
の

２
・
４
倍
の

兆
円
に
達
す

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
日
本

企
業
の
海
外
展
開
を
後
押
し

す
る
経
済
産
業
省
は
、
現
地

有
力
企
業
と
の
提
携
を
海
外

進
出
の
モ
デ
ル
と
位
置
づ
け

て
い
る
。
最
終
的
に
目
指
す

の
は
日
本
製
水
イ
ン
フ
ラ
の

輸
出
だ
。
い
ま
の
と
こ
ろ
日

本
の
水
処
理
技
術
、
水
の
安

定
供
給
ノ
ウ
ハ
ウ
、
効
率
的

な
料
金
徴
収
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
日
本
製
水
イ

ン
フ
ラ
の
輸
出
実
績
は
な

い
。
海
外
企
業
と
の
提
携

は
、
日
本
製
を
売
り
込
む
足

が
か
り
と
な
る
。


